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日本初記録種 8 種を含む琉球列島産コブシガニ類 ( 甲殻亜門 : 十脚目 : 短尾下目 ) 
15 種の報告

前之園唯史
〒 901-2111 沖縄県浦添市経塚 1-4-5 102 株式会社かんきょう社 (maenosono@kankyo-sha.co.jp)

要旨 . 琉球列島の沿岸域から採集された標本に
基づき , コブシガニ科のトッキウスヘリコブシ 
( 新称 ) Cryptocnemus haddoni Calman, 1900*, ヒ
ラウスヘリコブシ C. planus Ward, 1933, カブト
ツバサコブシ ( 新称 ) Kabutos durandi (Serène, 
1955)*, イ ボ ツ ブ コ ブ シ Nucia speciosa Dana, 
1852, トゲツブコブシ ( 新称 ) Heteronucia elegans 
Chen & Türkay, 2001*, スジアシコンペイトウコ
ブシ ( 新称 ) H. minuta Chen, 1996*, コンペイト
ウコブシ H. tuberculata Chen & Türkay, 2001, ヒ
ノタマツブコブシ ( 新称 ) H. xincunensis Chen & 
Türkay, 2001*, ギョウザカルイシコブシ ( 新称 ) 
Alox patella (Alcock, 1896)*, ゲツメンカルイシコ
ブシ Oreotlos pala Tan & Ng, 1996, オサテコブシ
Nursilia dentata Bell, 1855, フタメコブシ Leucosia 
craniolaris (Linnaeus, 1758), ホオベニコブシ ( 新
称 ) L. rubripalma Galil, 2003*, オオサカツノナ
ガコブシ L. pulcherrima Miers, 1877 およびオサ
ゲコブシ ( 新称 ) Seulocia crepuscula Galil, 2005*
を報告した (* 印は日本初記録種 ). 次に挙げる
3 種は , 既存文献から得られる情報のみでは近
似種から区別することが困難であるため , 暫
定的な種同定に留めた : トゲツブコブシ [ 近似
種 : Nucia tuberculosa A. Milne-Edwards, 1874], コ
ンペイトウコブシ [ 近似種 : Heteronucia venusta 
Nobili, 1906, Nucia gelida Rathbun, 1907 お よ び
Ebalia spinosa A. Milne-Edwards, 1873], ヒノタマ
ツブコブシ [ 近似種 : Nucia pulchella (A. Milne-
Edwards, 1873), Heteronucia mesanensis Rathbun, 
1909, H. oeschi Ward, 1941 お よ び H. angulata 
Barnard, 1947]. これらの種同定については , 必要
な標本を用いた再検討が必要である .

はじめに

近年 , 筆者は琉球列島の甲殻類相について調査
を実施しており , その調査の過程で採集された
標本は , 生息確認の証拠標本として , あるいは
筆者以外の研究でも活用できるように琉球大学
博物館 ( 風樹館 ) に収蔵する作業を進めている . 
コブシガニ科の標本については , 既にいくつか
の研究で使用されており , 新知見も得られてい
る ( 例えば , 成瀬 2010; Shih et al. 2013; Ohtsuchi 

& Kawamura 2016; Naruse et al. 2017; 前 之 園 
2018; 前之園 ･ 大澤 2018). 今回 , 新たに風樹館
に収蔵するコブシガニ科の標本のうち , 日本未
記録種 8 種を含む採集例が少ない 15 種につい
て , 標本の形態的特徴や採集環境などについて
ここに報告する .  
 

材料と方法 
　
本研究で使用した標本は , 75% エタノール液浸
標本として琉球大学博物館 ( 風樹館 ) (RUMF: 
Ryukyu University Museum, Fujukan) に収蔵され
ている . 標本の形態記載は日本初記録種に限定
した . 腹節の癒合や分節は , 腹節外面上の縫合
線の有無に基づいて判断しているため , 機能的
癒合 (functional fusion) については考慮していな
い . 標本の大きさは甲長 × 甲幅で示した . なお , 
甲長計測の後端は , 基本的に甲の後縁中央とし
たが , 甲の後縁中央よりも後方へ棘が突出して
いる種はその棘を含めて計測し , 甲の側縁が後
縁中央よりも後方へ突出している種 ( 後縁の中
央が凹んでいる種 ) は突出している甲の部分は
含めず中央で計測した . さらに , 甲幅は甲の最
大幅とし , 甲の側方に棘がある種はその棘も含
めて計測した . 
 

種の記録 
 
Leucosiidae Samouelle, 1819
コブシガニ科
Cryptocneminae Stimpson, 1907
ウスヘリコブシガニ亜科
Cryptocnemus Stimpson, 1858
ウスヘリコブシ属

備考 . Ng et al. (2008) は , ウスヘリコブシ属
Cryptocnemus Stimpson, 1858 に 21 種を認め , そ
の 後 Galil & Ng (2020) が 記 載 し た C. kavieng 
Galil & Ng, 2020 を加えると 22 種になる . しか
しながら , 丸村 ･ 武田 (2009) は , Serène & Soh 
(1976) が異名である可能性を指摘したヒラウス
ヘリコブシ C. planus Ward, 1933 と C. aberrans 
Balss, 1938 を同一種と結論付け (C. aberrans が
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新参異名 ), 一方 Galil & Ng (2020) は , これら 2
種は異なる種であると主張している . 従って , 
C. aberrans の扱いによって本属は 21 種または
22 種となる . このうち , 日本沿岸から記録され
ているウスヘリコブシ属は , カメキウスヘリコ
ブシ C. kamekii Sakai, 1961, オオアゴウスヘリ
コブシ C. macrognathus Ihle, 1918, ウスヘリコ
ブシ C. obolus Ortmann, 1892, ゴカクウスヘリ
コブシ C. pentagonus Stimpson, 1858, ヒラウス
ヘリコブシおよびサンカクウスヘリコブシ C. 
trigonus Komatsu & Takeda, 2000 の 6 種 で あ る 
(Sakai 1976; Komatsu & Takeda 2000; 丸村 ･ 武田 
2009). 本稿ではトッキウスヘリコブシ ( 新称 ) C. 
haddoni Calman, 1900 とヒラウスヘリコブシを
報告する . 

Cryptocnemus haddoni Calman, 1900
トッキウスヘリコブシ ( 新称 )
( 図 1)

検討標本 . RUMF-ZC-5488, 1 雌 (3.6 × 4.5 mm), 
沖縄島国頭村辺野喜 , 2010 年 4 月 19 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5588, 1 雄 (5.0 × 6.3 mm), 
沖縄島恩納村山田 , 2013 年 6 月 9 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5562, 1 雌 (2.5 × 3.3 mm), 沖
縄島恩納村山田 , 2020 年 8 月 18 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-7125, 1 雌 (4.9 × 6.7 mm), 沖
縄島恩納村山田 , 2021 年 6 月 12 日 , 前之園唯
史 採 集 ; RUMF-ZC-7131, 1 雄 (4.9 × 6.5 mm), 3
雌 (4.4 × 5.7, 4.8 × 6.4, 4.8 × 6.6 mm), 沖縄島恩
納村山田 , 2021 年 7 月 9 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5492, 1 雄 (3.9 × 4.7 mm), 沖縄島北谷
町砂辺 , 2009 年 10 月 17 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5491, 1 雄 (4.9 × 6.3 mm), 沖縄島南城
市玉城中山 , 2009 年 5 月 25 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5490, 1 雄 (5.3 × 7.1 mm), 沖縄島
糸満市北名城 , 2010 年 12 月 19 日 , 前之園唯史
採集 ; RUMF-ZC-5489, 1 雄 (5.1 × 6.7 mm), 本部
町瀬底島 , 2010 年 6 月 2 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5493, 2 雄 (5.1 × 6.5, 5.2 × 7.0 mm), 4
雌 (4.8 × 6.7, 5.0 × 7.1 , 5.1 × 7.3, 5.2 × 6.8 mm), 本
部町瀬底島 , 2009 年 6 月 5 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5517, 1 雌 (4.9 × 6.6 mm), 本部町瀬底
島 , 2020 年 6 月 3 日 , 前之園唯史採集 .

形態的特徴 . 甲 ( 図 1A, B) の概形は幅広い五
角形で , 甲幅は甲長の 1.21–1.43 ( 平均 1.33, n = 
19) 倍である . 甲の背面は無毛でほぼ平滑であ
る . 甲の周縁は小さい顆粒が並んだ薄板状 , 後
側縁と後縁は背面側に僅かに反る ( 大型個体は
顕著に反る ). 額は前縁中央が前方に突出した三
角形 , その頂点から後方に向かって陵が縦走す
る . 甲の前側縁は肝域が前側方に突出する . 甲

の前側縁と後側縁を分ける角は明瞭だが張り出
しは弱い . 甲の後側縁は後方に向かって明瞭に
幅広くなる . 甲の後縁は直線状で中央が僅かに
凹む . 鉗脚 ( 図 1C, D) の掌部の上 ･ 下面には , 
半球状の顆粒が並んだ陵が縦走する . 雄の胸部
第 7 腹板 ( 図 1E–G) には , 1 対の板状突起 ( 側面
観では三角形 ) が腹部を挟み込むように位置す
る . 雄の腹部 ( 図 1E, F) は第 1, 2 腹節が縫合線
で分けられ , 第 3–6 腹節は癒合し , その外面に
弧状の横隆起を具える . 雄の第 1 腹肢 ( 図 1G) 
は先端が棍棒状に膨れる . 

備 考 . 検 討 標 本 の 形 態 的 特 徴 は , Calman 
(1900), Hale (1928) および Galil & Ng (2020) によ
る Cryptocnemus haddoni Calman, 1900 の記載や
図とよく一致した . 本種が持つ次の 3 つの特徴
は , カメキウスヘリコブシ C. kamekii Sakai, 1961
および C. vincentianus Hale, 1927 と共通する : (1) 
額の前縁中央から後方に伸びる陵は , 途中で Y
字型に二分しない ; (2) 額の前縁は中央 1 点が突
出する ( 裁断形ではなく , 二分もしない ); (3) 甲
の後側縁は後方に向かって広がる . しかしなが
ら , 次の形質によってこれら 2 種から識別可能
である : (1) カメキウスヘリコブシとの識別点 
( 角括弧内はカメキウスヘリコブシ ): (1-1) 甲の
前側縁と後側縁を分ける角は張り出しが弱く , 
前側縁と後側縁がやや連続的である [ 角は丸み
を帯びるが明瞭に前側方へ張り出す ]; (1-2) 甲
の後側縁は明瞭に広がる [ 広がりが弱い ]; (2) 
Cryptocnemus vincentianus との識別点 ( 角括弧
内は C. vincentianus): (2-1) 前方への額の突出お
よび前側方への肝域の突出は比較的弱い [ 強く
突出する ]; (2-2) 甲の後側縁は直線状で , 後縁は
中央が僅かに凹む [ 後側縁は全体的に , 後縁は
中央が丸く張り出す ]; (2-3) 鉗脚掌部の上 ･ 下
面の中央に半球状の顆粒が並んだ陵が縦走する 
[ 陵を欠く ] (C. haddoni: Calman 1900: pl. 1, fig. 4; 
Hale 1928: figs. 24c, 25; Galil & Ng 2020: fig. 7A; 
本研究 : 図 1A–D. カメキウスヘリコブシ : Sakai 
1961: pl. 4, fig. 3; 1965a: pl. 18, fig. 1; 1976: pl. 36, 
fig. 4. C. vincentianus: Hale 1927: fig. 193; 1928: 
fig. 23; Poore 2004: fig. 98c). これらの識別形質の
他に , Sakai (1961) は , カメキウスヘリコブシで
は甲の後縁中央が僅かに突出するのに対して C. 
haddoni では凹むことも識別点として挙げられ
ている . 本研究の検討標本では , 甲の後縁中央
が突出している個体はいなかったが , 凹みが非
常に浅くほぼ直線状に見える個体も多かった . 
この凹みは観察角度の僅かな違いによって見
落とす可能性があるため注意が必要である . な
お , Sakai (1961) ではカメキウスヘリコブシの雄
標本も扱われているが , C. haddoni の雄にみら
れる特徴的な胸部腹板上の突起 (Hale 1928: fig. 
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24b; 本研究 : 図 1E–G) の有無について言及され
ていないため , カメキウスヘリコブシの雄標本
の再確認が望まれる . 

採集環境 . 検討標本は , 礁池内の砂底質 , 水
深約 1–2 m で採集された .

分布 . 本種のこれまでの採集記録はオース
トラリア ( トレス海峡およびケアンズ ), マーシ
ャル諸島およびパプアニューギニアであった 
(Calman 1900; Hale 1928; Garth et al. 1987; Galil & 

Ng 2020). 本研究による沖縄島および瀬底島か
らの標本は , 本種の日本初記録であり , 分布記
録の北限を大幅に更新した . 

和名 . 本種は , 雄の胸部腹板に特徴的な突起
構造があるため , 種の標準和名に「トッキウス
ヘリコブシ」を提唱し , 和名の基準となる標本
として本研究の検討標本 (RUMF-ZC-5490, 雄 , 
5.3 × 7.1 mm) を指定する .

17[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産コブシガニ類 15 種の報告 .
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図 1. トッキウスヘリコブシ ( 新称 ) (A, RUMF-ZC-5517, 雌 , 4.9 × 6.6 mm; B–G, RUMF-ZC-5490, 雄 , 5.3 × 7.1 
mm). A, 背面 , 生時の色彩 ; B, 背側面 ; C, 左鉗脚 , 下面 ; D, 右鉗脚 , 上面 ; E, 腹面 ; F, 腹側面 ; G, 胸部腹板 , 腹
溝および第 1 腹肢 , 腹面 . 
Fig. 1. Cryptocnemus haddoni Calman, 1900 (A, RUMF-ZC-5517, female, 4.9 × 6.6 mm; B–G, RUMF-ZC-5490, male, 
5.3 × 7.1 mm). A, dorsal view, live coloration; B, dorsolateral view; C, left cheliped, lower view; D, right cheliped, 
upper view; E, ventral view; F, ven-trolateral view; G, thoracic sternum, sternopleonal cavity and gonopods, ventral 
view.



Cryptocnemus planus Ward, 1933
ヒラウスヘリコブシ
( 図 2C, 6A)

検討標本 . RUMF-ZC-5561, 1 雌 (3.5 × 5.4 mm), 
沖縄島恩納村山田 , 2020 年 8 月 18 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-7126, 1 雌 (3.9 mm × 甲幅計
測不可 ), 沖縄島恩納村山田 , 2021 年 6 月 24 日 , 
前之園唯史 ･ 田賀麻美採集 ; RUMF-ZC-7130, 1
雄 (3.8 × 5.5 mm), 沖縄島恩納村山田 , 2021 年 7
月 10 日 , 前之園唯史 ･ 田賀麻美採集 ; RUMF-
ZC-5494, 1 雌 (4.2 × 6.2 mm), 沖縄島中城村浜
漁 港 , 2018 年 11 月 10 日 , 前 之 園 唯 史 採 集 ; 
RUMF-ZC-5518, 1 雌 (4.0 mm × 甲幅計測不可 ), 
本部町瀬底島 , 2020 年 6 月 6 日 , 前之園唯史
採集 ; RUMF-ZC-5556, 1 雌 (4.0 × 6.1 mm), 本部
町瀬底島 , 2020 年 7 月 5 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5559, 1 雌 (3.6 × 5.6 mm), 本部町瀬底
島 , 2020 年 7 月 24 日 , 前之園唯史採集 .

備考 . 属の備考で述べた通り , Cryptocnemus 
planus Ward, 1933 (タイプ産地 : オーストラリア , 
クイーンズランド沖 ) と C. aberrans Balss, 1938 

( タイプ産地 : ソロモン諸島 ) の 2 種を同一種
とする見解 ( 丸村 ･ 武田 2009) と別種とする見
解 (Galil & Ng 2020) がある . Galil & Ng (2020) 
はこれら 2 種の識別点として , C. aberrans では
甲の概形が横長の楕円形で , 後側縁は膨らみつ
つなだらかに後縁に続くのに対して , C. planus
では甲の概形が横長の五角形で , 後側縁は直線
状で後縁との境界に角が形成されることを挙げ
た . 本研究の検討標本は , 甲の概形 ( 図 2C) が
C. aberrans のホロタイプ (Balss 1938: pl. 1, fig. 
3) よりも C. planus のホロタイプ (Ward 1933: pl. 
22, fig. 7) に類似していることから C. planus と
同定された . さらに検討標本の雄の第 1 腹肢 
( 図 6A) は , Zarenkov (1968: un-numbered figure) 
や Takeda (1972: fig. 1D) で図示されている C. 
aberrans の第 1 腹肢に比べて , 先端部が湾曲し
ない (C. aberrans: 湾曲する ), 末端に向かって細
くなる (C. aberrans: 先細りにならない ), 剛毛が
生えていない部分が長い (C. aberrans: 末端の直
前まで剛毛が生える ) などの点が異なるため , 
この違いも 2 種の識別点として有効であろう . 

採集環境 . 検討標本は , 死サンゴ礫が堆積す

図 2. A, B, カブトツバサコブシ ( 新称 ) (A, RUMF-ZC-5486, 雌 , 3.2 × 4.4 mm; B, RUMF-ZC-5487, 雌 , 4.0 × 5.7 
mm); C, ヒラウスヘリコブシ (RUMF-ZC-5494, 雌 , 4.2 × 6.2 mm); D, イボツブコブシ (RUMF-ZC-5502, 雄 ). 背
面 (A, C, D, 生時の色彩 ). 
Fig. 2. A, B, Kabutos durandi (Serène, 1955) (A, RUMF-ZC-5486, female, 3.2 × 4.4 mm; B, RUMF-ZC-5487, female, 
4.0 × 5.7 mm); C, Cryptocnemus planus Ward, 1933 (RUMF-ZC-5494, female, 4.2 × 6.2 mm); D, Nucia speciosa Dana, 
1852 (RUMF-ZC-5502, male). Dorsal view (A, C, D, live coloration).
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る砂泥底質の水深約 1 m で採集された .
分布 . 本種はオーストラリアのクイーンズラ

ンド沖 ( タイプ産地 ) および日本 ( 沖縄島 , 瀬底
島 , 石垣島 ) に分布する (Ward 1933; 丸村 ･ 小阪 
2003; 本研究 ). 

Ebaliinae Stimpson, 1871
エバリア亜科
Kabutos Komatsu & Ng, 2011
カブトツバサコブシ属 ( 新称 )

備考 . 本属は , Merocryptus durandi Serène, 1955
をタイプ種として創設された単型の属である 
(Komatsu & Ng 2011). 

和 名 . Kabutos 唯 一 の 種 で あ る K. durandi 
(Serène, 1955) の和名を「カブトツバサコブシ」
としたため ( 後述 ), 属の標準和名として「カブ
トツバサコブシ属」を提唱する . 

Kabutos durandi (Serène, 1955)
カブトツバサコブシ ( 新称 )
( 図 2A, B)

検討標本 . RUMF-ZC-5486, 1 雌 (3.2 × 4.4 mm), 
沖縄島中城村浜漁港 , 2018 年 10 月 26 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-5487, 1 雌 (4.0 × 5.7 mm), 
沖縄島中城村浜漁港 , 2018 年 11 月 10 日 , 前之
園唯史採集 .

形態的特徴 ( 雌 ). 甲 ( 図 2A, B) の概形は幅広
い八角形で , 甲幅は甲長の 1.38 と 1.43 倍である 
(n = 2). 甲の背面は無毛で , 全体的に微小な顆粒
で覆われるが , 甲の周縁 , 眼域の後方 , 鰓域 , 心
域 , 腸域の顆粒は大きい . 眼窩の後方には短い
陵が走り , 甲の中央から後側角に向けて太い陵
が走る . 心域は僅かに膨らみ , 腸域は明瞭に膨
らむ . 鉗脚の可動指上縁の長さは掌部上縁とほ
ぼ等長または僅かに長い . 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Serène (1955) 
お よ び Komatsu & Ng (2011) に よ る Kabutos 
durandi (Serène, 1955) の記載や図とよく一致し
た . 

Komatsu & Ng (2011) は , 本種の大型個体は
甲背面の顆粒が不明瞭になることを指摘し , そ
の例として雌雄それぞれ 1 個体の写真を示し
た (Komatsu & Ng 2011: fig. 2; 雄 , 3.3 × 4.3 mm; 
雌 , 4.1 × 5.9 mm). 本研究の検討標本のうち大き
い個体 (RUMF-ZC-5487, 雌 , 4.0 × 5.7 mm) は , 
Komatsu & Ng (2011) で示された大型の雄個体
より大きく , 同雌個体よりも僅かに小さいだけ
であるが , 甲背面の顆粒は比較的明瞭であった 
( 図 2B). したがって , 甲背面の顆粒が不明瞭に
なり始める体サイズやその程度には雌雄差や個

体差があると考えられる . 
採集環境 . 検討標本は , 死サンゴ礫が堆積す

る砂泥底質の水深約 1 m で採集された . 
分布 .  本種はこれまでマヨット , ベトナム 

( タイプ産地 ), フィリピン , パプアニューギニ
アおよびバヌアツから採集されていた (Serène 
1955; Komatsu & Ng 2011; Poupin et al. 2018; Galil 
& Ng 2020). 本研究による沖縄島からの標本は , 
本種の日本初記録であり , 分布記録の北限を大
幅に更新した . 

和名 . 本種がタイプ種である Kabutos の由来
が “Samurai helmet” とされていること , 本種は
原記載でツバサコブシ属 Merocryptus A. Milne-
Edwards, 1873 に置かれていたことから , 種の標
準和名として「カブトツバサコブシ」を提唱す
る . なお , 和名の基準となる標本には本研究の
検討標本 (RUMF-ZC-5487, 雌 , 4.0 × 5.7 mm) を
指定する . 

Nucia Dana, 1852 and Heteronucia Alcock, 1896
イボツブコブシ属およびコンペイトウコブシ属

備考 . 現在 , イボツブコブシ属 Nucia Dana, 1852
には 7 種 , コンペイトウコブシ属 Heteronucia 
Alcock, 1896 には 18 種が知られているが (Ng et 
al. 2008; Komatsu & Takeda 2009), これら 2 属を
区別する形質は曖昧であり , 分類学的な見直し
の必要性が指摘されている (Tan 1996). 

日本から記録されているイボツブコブシ属
は , インドイボツブコブシ N. bouvieri Ihle, 1918
およびイボツブコブシ N. speciosa Dana, 1852 の
2 種 , コンペイトウコブシ属はマンジュウイボ
ツブコブシ H. fujitai Komatu & Takeda, 2009, マ
ルコンペイトウガニ H. globata Sakai, 1963, H. 
granulata Komatsu & Takeda, 2005 ( 和名未提唱 ), 
ビロウドコブシ H. laminata (Doflein, 1904), マル
ツブコブシ H. perlata (Sakai, 1963), トヨシオツ
ブ コ ブ シ H. toyoshioae Komatsu & Takeda, 2005
およびコンペイトウコブシ H. tuberculata Chen 
& Türkay, 2001 の 7 種である (Sakai 1976; Chen & 
Türkay 2001; 丸村 ･ 小阪 2003; Komatsu & Takeda 
2005, 2009). 本稿ではイボツブコブシ属のイボ
ツブコブシ , コンペイトウコブシ属のトゲツブ
コブシ ( 新称 ) H. elegans Chen & Türkay, 2001, 
スジアシコンペイトウコブシ ( 新称 ) H. minuta 
Chen, 1996, コンペイトウコブシおよびヒノタマ
ツブコブシ ( 新称 ) H. xincunensis Chen & Türkay, 
2001 を報告する . 

Nucia speciosa Dana, 1852
イボツブコブシ
( 図 2D)
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検討標本 . RUMF-ZC-5502, 1 雄 ( 甲破損 , 計測
不可 ), 本部町瀬底島 , 2011 年 8 月 20 日 , 前之園
唯史採集 .

備考 . 検討標本は , 写真撮影後の保管状態が
悪かったため , 標本の大部分が細かく砕け , 現
在では形態の詳細が確認できない . しかしなが
ら , 破損前の写真 ( 図 2D) から確認できる甲の
瘤状隆起の配置は , Serène (1955: fig. 5D) の図と
一致し , 色彩は Sakai (1976: pl. 26, fig. 4) や Ng et 
al. (2008: fig. 83), Galil & Ng (2020: fig. 2K) の図
と一致したためイボツブコブシと同定した . な
お , 筆者のこれまでの標本同定の経験では , 川
本 ･ 奥野 (2003: 109, 上図 ) や Poupin & Juncker 
(2008: pl. 3e), Komatsu & Takeda (2009: fig. 1E) な
どで示されている鮮やかな色彩は大型個体に多
いようである . 

Poupin et al. (2018: fig. 7L) で図示されている
個体は本種ではなく , 本研究でヒノタマツブコ
ブシ ( 新称 ) H. xincunensis Chen & Türkay, 2001
と同定した種 , あるいはヒノタマツブコブシに
類似する H. mesanensis Rathbun, 1909, H. oeschi 
Ward, 1941, H. angulata Barnard, 1947 お よ び
Nucia pulchella (A. Milne-Edwards, 1873) の何れ
かの種であろう . 

Takada (2008) は国立科学博物館に収蔵され
ている “N. speciosa” と同定されていた標本を
見直し , 一部の標本の同定をインドイボツブコ
ブシ N. bouvieri Ihle, 1918 と改め , それらの標
本の登録番号を記したが , それ以前の何れの文
献で扱われた標本であるのか言及しなかった . 
Takada (2008) で示された登録番号を手掛かり
に武田氏のそれまでの報文を見ると , Komatsu 
& Takeda (2000) で報告された種子島沖産の “N. 
speciosa” はインドイボツブコブシである . 

分布 . サンドイッチ諸島 ( = ハワイ諸島 ) を
タイプ産地とし (Dana 1852), 紅海からニューカ
レドニア , ウォリス ･ フツナまで広く分布する 
(Shih et al. 2013). 日本沿岸では和歌山県沖 , 小
笠原諸島 , 奄美大島 , 与論島 , 沖縄島 , 瀬底島 , 
伊平屋島 , 阿嘉島 , 久米島から記録されている 
(Sakai 1965b, 1976; Takeda & Kurata 1976; 武 田 
1994; 峯水 2000; 丸村 ･ 小阪 2003; 川本 ･ 奥野 
2003; Komatsu & Takeda 2009; 本研究 ). 

Heteronucia elegans Chen & Türkay, 2001
トゲツブコブシ ( 新称 )
( 図 3A–C)

検討標本 . RUMF-ZC-5509, 1 雄 (2.6 × 3.0 mm), 
本部町瀬底島 , 2015 年 8 月 12 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-6801, 1 雌 (4.7 × 6.0 mm), 本部町
瀬底島 , 2020 年 12 月 15 日 , 前之園唯史採集 .

形態的特徴 . 甲 ( 図 3A–C) はほぼ半球形で , 
甲幅は甲長の 1.15 と 1.28 倍である (n = 2). 甲の
背面は無毛で , 太く短い円錐形の突起で密に覆
われる . 雌の円錐突起はやや鈍頭である . 背面
の区画は , 腸域が浅い溝で囲われるが , それ以
外の甲域は不明瞭である . 甲の周縁には背面と
同じ円錐突起が並ぶが , 側縁のものはやや大き
い . 額の前縁は , 中央の浅い切れ込みによって
二分する . 鉗脚と歩脚の外面は , 甲背面とほぼ
同形の突起で覆われるが , より小さく鈍頭であ
る . 鉗脚は掌部が膨らみ , 可動指は掌部上縁よ
りも短い . 雄の腹部は第 1, 2, 6 腹節が縫合線に
よって分けられ , 第 3–5 腹節は癒合する . 雄の
第 1 腹肢は未発達であった . 

備考 . 検討標本は次の 3 つの特徴を持つ : (1) 
甲はほぼ球形で , 背面は深い溝や瘤状の隆起に
よって区画されない ( 腸域のみ浅い溝で囲われ
る ); (2) 甲の背面は太く短い突起で密に覆われ
る ; (3) 鉗脚の可動指は掌部上縁よりも短い . イ
ボツブコブシ属 7 種およびコンペイトウコブシ
属 18 種のうち , 上記 3 つの特徴をすべて持つ種
は , Nucia tuberculosa A. Milne-Edwards, 1874 お
よび Heteronucia elegans Chen & Türkay, 2001 の
2 種のみである . この両種は酷似しているが , 記
載年がより新しい H. elegans の原記載 (Chen & 
Türkay 2001) では N. tuberculosa との識別点は示
されず , さらに Chen & Türkay (2001) は , Serène 
(1955) が 報 告 し た N. tuberculosa の 同 定 を H. 
elegans と改めたが , その理由についても言及し
ていない . 

本研究の検討標本は , 先述の 3 形質以外にお
いても Chen & Türkay (2001) および Chen & Sun 
(2002) による H. elegans の記載や図とよく一致
した . 一方 , N. tuberculosa の原記載 (A. Milne-
Edwards 1874) と比較すると , 記載文や図と概
ね一致するが , N. tuberculosa の甲の背面を覆
う突起は真珠状 (perliformes) (p. 44) とされてい
るのに対して , 検討標本のそれは円錐形に尖
っている . さらにこの突起は , 検討標本よりも
N. tuberculosa (A. Milne-Edwards 1874: pl. 2, fig. 
5) の方が細いように見える . 本研究ではこの
突起の形状の違いによって検討標本の同定を
暫定的に H. elegans とした . しかしながら , N. 
tuberculosa のこの突起については , 原記載以外
の文献では尖る個体と尖らない個体の 2 タイプ
が報告されており (Nobili 1906a; Rathbun 1910; 
Ihle 1918; Tan 1996), これらの文献の種同定がす
べて正しいなら , H. elegans と N. tuberculosa の
識別点はますます不明である . これら 2 種の異
同や識別形質を明確にするためにもタイプ標本
同士の詳細な比較 , 両種の雌雄や成長段階によ
る変異 , 原記載以外の文献で N. tuberculosa と同

20 [Report] Maenosono: Fifteen leucosiid crab species from the Ryukyus



定された標本の再確認などが望まれる .
採集環境 . 検討標本は , 水深約 1–1.5 m の砂

底質に堆積したサンゴ礫の中から採集された .
分布 . 本種のこれまでの採集記録はタイプ産

地である南シナ海のみであるが , Chen & Türkay 
(2001) によると Serène (1955) が報告したベトナ
ム産の N. tuberculosa も H. elegans である . 本研
究による瀬底島 ( 沖縄諸島 ) からの標本は , 本
種の日本初記録であり , 分布記録の北限を大幅
に更新した . なお , 本種との異同について再確

認が必要である N. tuberculosa は , アラビア半島
のアデン , タイランド湾 , フィリピン , インド
ネシアのアルー諸島 , ニューカレドニア ( タイ
プ産地 ) から採集されており (A. Milne-Edwards 
1874; Nobili 1906a; Rathbun 1910; Ihle 1918; Tan 
1996), さらに Guinot (1979) でも N. tuberculosa
の標本が扱われているが産地は示されていな
い .

和名 . 甲を覆う棘状の突起に因み , 本種の標
準和名を「トゲツブコブシ」とすることを提唱

図 3. A–C, トゲツブコブシ ( 新称 ) (A, RUMF-ZC-6801, 雌 , 4.7 × 6.0 mm; B, C, RUMF-ZC-5509, 雄 , 2.6 × 3.0 
mm); D–F, スジアシコンペイトウコブシ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5510, 雌 , 4.3 × 5.8 mm). A, B, D, E, 背面 (A, D, 生
時の色彩 ); C, 前面 ; F, 前背面 . 
Fig. 3. A–C, Heteronucia elegans Chen & Türkay, 2001 (A, RUMF-ZC-6801, female, 4.7 × 6.0 mm; B, C, RUMF-
ZC-5509, male, 2.6 × 3.0 mm); D–F, Heteronucia minuta Chen, 1996 (RUMF-ZC-5510, 雌 , 4.3 × 5.8 mm). A, B, D, E, 
dorsal view (A, D, live coloration); C, frontal view; F, dorsofrontal view.

Fauna Ryukyuana, 62: 15–42.

21[ 報告 ] 前之園 : 琉球列島産コブシガニ類 15 種の報告 .



し , 和名の基準となる標本として本研究の検討
標本 (RUMF-ZC-5509, 雄 , 2.6 × 3.0 mm) を指定
する .

Heteronucia minuta Chen, 1996
スジアシコンペイトウコブシ ( 新称 )
( 図 3D–F)

検討標本 . RUMF-ZC-5510, 1 雌 (4.3 × 5.8 mm), 
宮古島東平安名崎 , 2016 年 3 月 8 日 , 前之園唯
史採集 .

形態的特徴 ( 雌 ). 甲 ( 図 3D–F) の概形は星形
多角形で , 甲幅は甲長の 1.35 倍である (n = 1). 
甲の背面は多数の瘤状隆起を具え , この隆起は
尖った顆粒で覆われる . 額の前縁は , 中央の浅
い切れ込みによって二分し , この切れ込みから
甲の後縁に向かって 2 本の溝がハの字型に伸び
る . 甲の前側縁と後側縁にそれぞれ 4 歯と 3 歯
を具え , これらの歯は甲背面の瘤状隆起とほぼ
同大だが先端は甲背面のものよりも尖る . 前側
縁の第 1, 2 歯は小さく , 両歯間の凹みは浅い . 
前側縁第 4 歯の先端で甲の幅は最大となる . 鉗
脚の可動指は掌部上縁よりも長い . 歩脚の長節
から前節には , 尖った顆粒が前縁に 2 列 , 後縁
に 1 列並ぶ . 

備考 . イボツブコブシ属 7 種およびコンペイ
トウコブシ属 18 種のうち , 次の 4 つの特徴をす
べて持つ種は Heteronucia minuta Chen, 1996 の
みである : (1) 甲の背面に瘤状隆起とハの字型の
溝を具える ; (2) 甲の前側縁は 4 歯に分かれ , 前
2 つは小さく , 第 4 歯の先端が甲の最大幅とな
る ; (3) 鉗脚の可動指は掌部上縁よりも長い ; (4) 
歩脚の長節から前節の前縁には尖った顆粒が並
ぶ . 本研究の検討標本は , これら 4 つ以外の特
徴も Chen (1996) および Chen & Sun (2002) によ
る本種の記載や図とよく一致した . 

採集環境 . 検討標本は , 礁縁付近の死サンゴ
塊の隙間より採集された . 

分布 . 本種のこれまでの採集記録は , タイプ
産地の南沙諸島のみである (Chen 1996). 本研究
による宮古島からの標本は , 本種の日本初記録
であり , 分布記録の北限を大幅に更新した . 

和名 . 歩脚の長節から前節の前縁に並ぶ顆粒
列は , 生時には周囲よりも濃い朱色を呈し , こ
れが筋のように見えるため , 本種の標準和名を

「スジアシコンペイトウコブシ」とすることを
提唱し , 和名の基準となる標本として本研究の
検討標本 (RUMF-ZC-5510, 雌 , 4.3 × 5.8 mm) を
指定する . 

Heteronucia tuberculata Chen & Türkay, 2001
コンペイトウコブシ
( 図 4A–C)

検討標本 . RUMF-ZC-5507, 2 雌 (4.6 × 5.4; 4.9 × 
6.0 mm), 沖縄島国頭村辺野喜 , 2010 年 5 月 15
日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5508, 1 雄 (3.3 × 
3.8 mm), 沖縄島本部町備瀬 , 2015 年 6 月 17 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5503, 1 雌 (5.1 × 6.4 
mm), 沖縄島糸満市大度海岸 , 2016 年 12 月 23 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5504, 1 雄 (3.8 × 4.2 
mm), 本部町瀬底島 , 2009 年 6 月 5 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5505, 1 雌 (5.6 × 6.7 mm), 本
部町瀬底島 , 2009 年 5 月 16 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5506, 1 雄 (3.5 × 4.1 mm), 2 雌 (5.1 
× 6.3; 5.4 × 6.5 mm), 本部町瀬底島 , 2010 年 5 月
11 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5515, 1 雄 (3.4 
× 3.8 mm), 本部町瀬底島 , 2009 年 5 月 13 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5516, 1 雄 (3.8 × 4.4 
mm), 本部町瀬底島 , 2020 年 6 月 3 日 , 前之園唯
史採集 .

備 考 . 本 研 究 で 得 ら れ た 標 本 の 形 態 は , 
Heteronucia venusta Nobili, 1906 の原記載 (Nobili, 
1906b) や後に示された同種の図 (Nobili 1907: 
pl. 1, fig. 14), また H. tuberculata Chen & Türkay, 
2001 に近似する . これら 2 種には分類学的な問
題があり , 解説が必要である . 

Heteronucia venusta は , ト ゥ ア モ ト ゥ 諸 島
Ohura 産の標本に基づき Nobili (1906b) によっ
て記載された . この原記載で示された標本は雄
1 標本 (2.62 × 3.25 mm) のみであり , その他の標
本の存在は示されていない . 翌年の Nobili 氏自
身による詳細な再記載 (Nobili 1907) では , 上記
の 1 標本を含めた Ohura 産の雄 3 標本 ( うち 1
標本は 2.18 × 2.8 mm, もう 1 標本は計測値不明 ) 
が扱われ , H. venusta の図 (pl. 1, fig. 14) が初めて
示されたが , 図示された標本の計測値が示され
ていないため 3 標本中の何れであるのか不明で
ある . 

Forest & Guinot (1961) は , トゥアモトゥ諸
島ファカヒナ島産 H. venusta の 2 標本に加え , 
Nobili 氏の雄 3 標本も扱い , Nobili 氏の 3 標本
をシンタイプと見なしてレクトタイプを指定し
たが , ここで 2 つの問題が発生していると考え
られる . 1 つ目の問題は , Forest & Guinot (1961) 
で扱われた 5 標本 (Nobili 氏の 3 標本を含む ) に
は 2 種が混在している可能性が高いことであ
る . Forest & Guinot (1961) はそれらを個体変異
と見なしているが , 同文献で写真が示された 2
標本 (pl. 5, figs. 1, 2) は明らかに別種であろう . 2
つ目の問題は , レクトタイプに指定された標本
の妥当性である . Forest & Guinot (1961) は , 標本
の保存状態を重視して甲長 2.3 mm, 甲幅 2.8 mm
の標本をレクトタイプに指定したため , 原記載 
(Nobili 1906b) で唯一存在が示された標本 (2.62 
× 3.25 mm) はパラレクトタイプになった . しか
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し実際には , このレクトタイプと Nobili (1906b, 
1907) の記載には一致しない点がみられる . 
Nobili (1906b, 1907) では , 鉗脚の長節末端は葉
状になり , 前縁 ( 内縁 ) と後縁 ( 外縁 ) に円錐形
の突起を具えるとされているが (Nobili 1907: pl. 
1, fig. 14), レクトタイプでは長節末端が葉状に
ならず , 後縁には尖った突起を具えるが , 前縁
の突起は先端が丸い小さな疣状である (Chen & 
Türkay 2001: fig. 2B). また , Nobili (1906b, 1907) 

では , 額の前縁が中央寄りに傾斜し , 中央の切
れ込みの近くに左右それぞれ 1 つの突起を具え
るとされているが [ 小さな個体ではこの突起が
不明瞭 (Nobili 1907)], レクトタイプでは左右の
額が丸みを帯びて前方へ膨らみ [Chen & Türkay 
(2001) は直線状と表現 ], 中央の切れ込み近くの
突起はない (Chen & Türkay 2001: fig. 2A). さら
に甲の背面を覆う突起の大きさや配置も大きく
異なる (Nobili 1907: pl. 1, fig. 14; Chen & Türkay 

図 4. A–C, コンペイトウコブシ (A, RUMF-ZC-5516, 雄 , 3.8 × 4.4 mm; B, C, RUMF-ZC-5505, 雌 , 5.6 × 6.7 mm); 
D–F, ヒノタマツブコブシ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5511, 雌 , 4.5 × 5.6 mm). A, B, D, E, 背面 (A, D, 生時の色彩 ); C, 
頭胸甲の前半 , 前腹面 ; F, 前腹面 . 
Fig. 4. A–C, Heteronucia tuberculata Chen & Türkay, 2001 (A, RUMF-ZC-5516, male, 3.8 × 4.4 mm; B, C, RUMF-
ZC-5505, female, 5.6 × 6.7 mm); D–F, Heteronucia xincunensis Chen & Türkay, 2001 (RUMF-ZC-5511, female, 4.5 
× 5.6 mm). A, B, D, E, dorsal view (A, D, live coloration); C, anterior part of cephalothorax, ventrofrontal view; F, 
ventrofrontal view.
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2001: fig. 2A). 
一方 , Forest & Guinot (1961) によってパラレ

クトタイプとなった標本 (2.8 × 3.3 mm; Forest & 
Guinot 1961: pl. 5, fig. 2) は , 彼らが “ 甲背面の棘
状突起が発達する個体 ” とした標本であり , こ
ちらの標本の方が甲の概形は Nobili (1907: pl. 1, 
fig. 14) の図に似ており , 計測値も Nobili (1906b) 
で示された値 (2.62 × 3.25 mm) に近似する . つま
り , Nobili (1907) で追加された標本中に原記載 
(Nobili 1906b) の H. venusta とは別の種が混在し
ており , Forest & Guinot (1961) はその別種の標
本をレクトタイプに指定した可能性が高い . こ
の問題の解決には Nobili (1906b) で扱われた唯
一の標本およびレクトタイプに指定されている
標本の詳細な比較が必要であるが , その検討が
行われるまでは , Forest & Guinot (1961) による
H. venusta のレクトタイプ指定を有効とみなし , 
本研究の検討標本はそれと一致しないため H. 
venusta と同定することを控えた . 

このような状況のなか , Chen & Türkay (2001) 
は南シナ海から採集された雄の 1 標本に基づ
き Heteronucia tuberculata Chen & Türkay, 2001
を記載し , Sakai (1937, 1965a, 1976) の “ コンペ
イトウコブシ H. venusta” もこの H. tuberculata
で あ る と し た . Chen & Türkay (2001) は , H. 
tuberculata の記載の際に H. venusta のレクトタ
イプを比較標本として直接扱い , 両種の識別点
として次の 5 つを挙げた : (1) 甲の背面の突起
は , H. venusta よりも H. tuberculata の方が強大
で , 各突起が近接して配置される ; (2) 額の前縁
は , H. venusta では直線状で顆粒が密に並ぶの
に対して , H. tuberculata では額の外側縁近くに
大きい 1 歯 , 中央の切れ込み近くに小さい 1 歯
を具える ; (3) 甲の後縁は , H. venusta では顆粒

が疎らに並ぶのに対して , H. tuberculata では
強大な突起が近接して並ぶ ; (4) 掌部上面の突
起は , H. venusta では先端近くの 1 つのみであ
るが , H. tuberculata では円錐形の強大な突起
を 3 つ具える ; (5) 第 3 顎脚の外肢外面は , H. 
venusta では小さな顆粒に覆われるのみである
が , H. tuberculata ではそれらの顆粒に加えて縦
方向に並ぶ 3 つの突起も具える . 本研究の検討
標本は , 上記 5 つの識別形質のうち , 第 3 顎脚
の形質を除く 4 つの形質において H. tuberculata
の形質状態と一致した . 第 3 顎脚の形質につい
ては , 上記の通り H. tuberculata では外肢に 3 本
の突起を持つとされ , 内肢に突起は描かれてい
ないが (Chen & Türkay 2001: fig. 3D; Chen & Sun 
2002: fig. 121-4), 本研究の検討標本では , 11 標本
のうち 2 標本において外肢の突起が 2 本 ( 中央
の突起を欠く ) であり , さらに , 9標本で内肢 (長
節 ) に 1 本の突起を具えていた ( 表 1, 図 4C). し
かしながら , 検討標本にも H. tuberculata のホロ
タイプと同じ形質状態の標本が含まれているこ
と , H. tuberculata の原記載で扱われた標本はホ
ロタイプ 1 標本のみであることから , この相違
は個体変異であると判断し , さらに第 3 顎脚以
外の形質は , Chen & Türkay (2001) および Chen 
& Sun (2002) による H. tuberculata の記載や図と
概ね一致したため , 検討標本の同定を暫定的に
H. tuberculata としたが , この H. tuberculata ( お
よび検討標本 ) は , Nucia gelida Rathbun, 1907 お
よ び Ebalia spinosa A. Milne-Edwards, 1873 の 2
種とも識別が困難である . 

Nucia gelida は , ト ゥ ア モ ト ゥ 諸 島 の フ
ァカラヴァから採集された雌 1 標本に基づ
き Rathbun (1907) によって記載された種であ
る . Ihle (1918) はこの Rathbun (1907) の種を H. 
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標本 Specimens
内肢 Endopod 外肢 Exopod 情報源

Source座節 
Ischium

長節 
Merus

基部 
Proximal

中央 
Medium

先端 
Distal

ホロタイプ Holotype (male, 3.6 × 3.9 mm) — — p p p Chen & Türkay (2001)
RUMF-ZC-5508 (male, 3.3 × 3.8 mm) — p p — p Present study
RUMF-ZC-5515 (male, 3.4 × 3.8 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5506 (male, 3.5 × 4.1 mm) — — p — p Present study
RUMF-ZC-5504 (male, 3.8 × 4.2 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5516 (male, 3.8 × 4.4 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5507 (female, 4.6 × 5.4 mm) — — p p p Present study
RUMF-ZC-5507 (female, 4.9 × 6.0 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5506 (female, 5.1 × 6.3 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5503 (female, 5.1 × 6.4 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5506 (female, 5.4 × 6.5 mm) — p p p p Present study
RUMF-ZC-5505 (female, 5.6 × 6.7 mm) — p p p p Present study

表 1. コンペイトウコブシの第 3 顎脚の突起 . p, あり ; —, なし .
Table 1. Tubercles on the third maxillipeds of Heteronucia tuberculata Chen & Türkay, 2001. p, present; —, absent.



venusta の新参異名と扱い , この考えは近年でも
継承されている ( 例えば , Ng et al. 2008). しかし
Chen & Türkay (2001) は , これら 2 種はそれぞれ
別の種であり , Ihle (1918: fig. 123) が図示した H. 
venusta は N. gelida であると主張した . 確かに , 
Rathbun (1907) による N. gelida の原記載および
Ihle (1918) による H. venusta の記載では第 3 顎
脚の外肢の突起は 2 つとされ , Chen & Türkay 
(2001) で扱われた H. venusta のレクトタイプと
は一致せず , さらに甲の概観も大きく異なる . 
しかしながら先述の通り , Chen & Türkay (2001) 
が扱った H. venusta のレクトタイプは “Nobili 
(1906b; 1907) の H. venusta” とは異なる種である
可能性が高く , Forest & Guinot (1961) によるレ
クトタイプの指定以前である Ihle (1918) の見解
は妥当なものであろう . なお , H. venusta と N. 
gelida は別種であると主張した Chen & Türkay 
(2001) であるが , 自身が記載した H. tuberculata
と N. gelida の識別形質については , N. gelida の
方が甲背面の突起が疎らであるという 1 点の
みを挙げ , N. gelida の標本がないため詳細は
不明とした . 両種の線画を見ると , 確かに N. 
gelida の方が甲の突起は疎らに見えるが , 写真 
(Rathbun 1907: pl. 5, fig. 4; Chen & Sun 2002: pl. 
10, fig. 1) を見比べると , 実際にはそれほど顕著
な差はなく線画の描写精度による違いである可
能性が高い . このように , 現在示されている文
献情報ではこれら 2 種の識別は困難であり , 本
研究の検討標本の特徴も N. gelida とよく一致す
る . しかしながら , 先述の H. venusta の担名タイ
プの妥当性の問題やそれに伴う異名関係の再検
討もあるため , 本研究の検討標本を N. gelida と
同定することは控えた . 

Ebalia spinosa は , サモアのウポル島から採
集された 1 標本に基づき記載された種で , 原記
載では短い記載文と標本の全形図が示された 
(A. Milne-Edwards 1873: pl. 2, fig. 4). Miers (1886: 
305) は本種がトゲコブシ属 Arcania Leach, 1817
に似ていることを指摘したが , E. spinosa は甲が
楕円体ではなく球体に近いこと , 額の前縁が 4
つに分かれること , トゲコブシ属と比較して鉗
脚が短いこと , 歩脚の長節と腕節の前縁に突起
を具えること ( トゲコブシ属では突起を欠くま
たは細い針状 ) などを総合して判断すると , E. 
spinosa はトゲコブシ属ではないであろう [ ト
ゲコブシ属各種の概形は Galil (2001) の付図を
参照 ]. 本研究で H. tuberculata と同定した標本
は , E. spinosa の原記載と不一致はみられなか
ったが , 原記載における記載文が短く形態情報
が少ないこと , 現在はエバリア属 Ebalia Leach, 
1817 に置かれていることから ( 例えば , Ihle 
1918; Ng et al. 2008), 本研究の検討標本の同定を

E. spinosa とすることは控えた . Ebalia spinosa
と H. tuberculata の異同や識別形質については E. 
spinosa のタイプ標本の確認が必要であろう . 

以上のように , H. venusta の担名タイプの
妥当性の検討やそれに伴う N. gelida および H. 
tuberculata の異名関係 ( または識別形質 ), さら
に E. spinosa との異名関係や識別形質など , 解
決すべき多くの課題が残されているが , 現状で
は Chen & Türkay (2001) の見解に従い , 少なく
とも日本産の “ コンペイトウコブシ H. venusta” 
の記録は H. tuberculata と読み替えるのが妥当で
あろう ( 対象文献 : 酒井 1935; Sakai 1937, 1965a, 
1976; Miyake et al. 1962; 鈴木 ･ 倉田 1967; 三宅 ･
武田 1978; 三宅 1983; 山口ら 1987; 永井 ･ 野村 
1988; Takeda 1989; 武田 1994; 峯水 2000; 武田 ･
上島 2002; 武田ら 2006). なお , 丸村･小阪 (2003) 
では既に「コンペイトウコブシ = H. tuberculata」
とされている . 

採集環境 . 検討標本は , 水深約 1–2 m の礁池
内や礁縁付近の死サンゴ塊の隙間より採集され
た . 

分布 . タイプ産地は南シナ海 (Chen & Türkay 
2001). その他の採集記録は “H. venusta” として
報告された日本沿岸 ( 相模湾から沖縄島まで ) 
からの記録のみである (Sakai 1976; 本研究 ). な
お , 本種との異同が定かでない H. venusta (N. 
gelida を含む ) は , フィリピン , インドネシア
のマルク州 , ティモール島 , パラオ , グアム , 
マーシャル諸島 , トゥアモトゥ諸島 ( 両種のタ
イプ産地 ) から採集されており (Nobili 1906b; 
Rathbun 1907; Ihle 1918; Miyake 1939; Forest & 
Guinot 1961; Takeda 1973; Serène et al. 1974; Garth 
et al. 1987; Paulay et al. 2003; Ng et al. 2008), E. 
spinosa はサモアから採集されている (A. Milne-
Edwards 1873). 

Heteronucia xincunensis Chen & Türkay, 2001
ヒノタマツブコブシ ( 新称 )
( 図 4D–F, 5, 6B)

検討標本 . RUMF-ZC-5513, 1 雄 (3.2 × 4.3 mm), 
沖縄島今帰仁村今帰仁漁港 , 2013 年 5 月 12 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5511, 1 雌 (4.5 × 5.6 
mm), 沖縄島名護市二見 , 2012 年 5 月 4 日 , 前之
園唯史採集 ; RUMF-ZC-5514, 1 雌幼体 (2.1 × 2.7 
mm), 沖縄島中城村浜漁港 , 2018 年 11 月 10 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5512, 1 雌 (5.6 × 7.1 
mm), 本部町瀬底島 , 2016 年 5 月 8 日 , 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5554, 1 雄 (3.0 × 3.7 mm), 本
部町瀬底島 , 2020 年 7 月 5 日 , 前之園唯史採集 .

形態的特徴 . 甲 ( 図 4D–F, 5) の概形は半球形
に近い多角形で , 甲幅は甲長の 1.23–1.34 ( 平均
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1.28, n = 5) 倍である . 甲の背面は多数の瘤状隆
起を具え , この隆起は細かい顆粒で覆われる . 
額は前縁中央の切れ込みによって 2 葉に分かれ , 
この切れ込みから甲の後縁に向かって 2 本の溝
がハの字型に伸びる . 甲の前側縁には 3 歯を具
え , 第 3 歯の先端が甲の最大幅である . 第 3 歯
は第 1, 2 歯はよりも小さく , 歯の後縁が甲の後
側縁に続くため境界が不明瞭である . 甲の後縁
は , ほぼ直線状または中央が僅かに膨れる . 鉗
脚の可動指は掌部上縁よりも短いまたはほぼ等
長 . 雄の腹部は第 1, 2, 6 腹節が縫合線によって

分けられ , 第 3–5 腹節は癒合する . 雄の第 1 腹
肢は図 6B に示した . 

備考 . 検討標本のうち最大の雌標本 (RUMF-
ZC-5512, 5.6 × 7.1 mm: 図 5D–F) は , 他の 4 標本
よりも甲の前側縁の歯が発達し ( 先端が尖った
三角形 ), 甲の後側縁に大きめの顆粒 ( 中央の
顆粒は尖る ) が密集した小さな瘤状の隆起を具
えている . しかし , これらの形質以外は最大標
本とその他の 4 標本に違いがないこと , コンペ
イトウコブシ属では一般的に雌が大きく , 甲の
概形に雌雄差があること (Komatsu et al. 2004: 

図 5. ヒノタマツブコブシ ( 新称 ) (A–C, RUMF-ZC-5513, 雄 , 3.2 × 4.3 mm; D–F, RUMF-ZC-5512, 雌 , 5.6 × 7.1 
mm). A, B, D, E, 背面 (A, D, 生時の色彩 ); C, 前面 ; F, 前背面 . 
Fig. 5. Heteronucia xincunensis Chen & Türkay, 2001 (A–C, RUMF-ZC-5513, male, 3.2 × 4.3 mm; D–F, RUMF-
ZC-5512, female, 5.6 × 7.1 mm). A, B, D, E, dorsal view (A, D, live coloration); C, frontal view; F, dorsofrontal view.
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82), 検討標本中で 2 番目に大きい雌標本 (UMF-
ZC-5511, 4.5 × 5.6 mm) は , 腹節の側縁が充分に
拡がっておらず ( 図 4F), この 2 番目の標本でさ
えも第二次性徴が現れていない可能性が高いこ
とから , 最大標本とその他の 4 標本を同一種と
判断した . 

これらの検討標本は次の 5 つの形態的特徴を
持つ : (1) 甲の背面に瘤状隆起とハの字型の溝を
具える ; (2) 甲の前側縁は 3 歯に分かれ , 第 3 歯
の先端で甲の幅が最大となる ; (3) 第 3 歯の後縁
は甲の後側縁に続くため境界が不明瞭である ; 
(4) 甲の後縁は , ほぼ直線状または中央が僅か
に膨れる ( 後縁の両端が後方へ突出しない ); (5) 
鉗脚の可動指は掌部上縁よりも短いまたはほぼ
等長 . イボツブコブシ属 7 種およびコンペイト
ウコブシ属 18 種のうち , 上記 5 つの特徴をすべ
て持つ種は , Nucia pulchella (A. Milne-Edwards, 
1873), Heteronucia mesanensis Rathbun, 1909, H. 
oeschi Ward, 1941, H. angulata Barnard, 1947 およ
び H. xincunensis Chen & Türkay, 2001 の 5 種 で
ある . このうち H. xincunensis 以外の 4 種につい
ては , 本研究の検討標本との間に , 以下に示す
若干の違いが確認されたため , 検討標本の同定
を暫定的に H. xincunensis としたが , 一部の種に
ついては可能性を完全に否定することができな
かった . 

Nucia pulchella は , フィジーから採集された 1
標本に基づき記載された種で , 原記載 (A. Milne-
Edwards 1873) では短い記載文と標本の全形図
が示された . 本種は原記載ではエバリア属に置
かれていたが , Nobili (1906a) は紅海産の雄 1 標
本を報告する際に本種をイボツブコブシ属に
移した . 本種の大きな特徴は , 甲の後側縁にも
歯を具え , 前側縁の歯と合わせて 7 つの歯を形
成することである (A. Milne-Edwards 1873; pl. 2, 
fig. 2; Serène 1955: fig. 5B). この歯は前方のもの
ほど大きく三角形であり , 後方のものは顆粒状
を呈する (A. Milne-Edwards 1873). さらに Nobili 
(1906a) は小型個体ではこの歯が小さいことを
報告した . その後 , Laurie (1915) も紅海産の雄 1
標本を報告したが形態情報は示していない . 本
研究の検討標本の最大個体 (RUMF-ZC-5512, 5.6 
× 7.1 mm: 図 5D–F) は , 甲の後側縁に顆粒が密集
した隆起があり , その配置は N. pulchella の歯と
同じである . しかしながら , 先述の通りこの最
大標本とその他の 4 標本 ( 後側縁に隆起や歯を
欠く ) は同一種と考えられること , N. pulchella
のホロタイプ (5.5 × 6.0 mm) よりも大きい個体
であるにも関わらず隆起 (N. pulchella では “ 歯 ” 
と表現 ) が不明瞭であること , N. pulchella の形
態に関する情報が少なく不明な形質が多いこと
から , 検討標本の同定を N. pulchella とすること

を控えた . Heteronucia xincunensis と N. pulchella
の異同や識別形質については , N. pulchella のタ
イプ標本を再確認するとともに , 両種の成長段
階による変異の把握も必要であろう . 

Heteronucia mesanensis は , タイランド湾か
ら採集された雌 1 標本に基づき Rathbun (1909) 
によって記載され , 翌年の Rathbun (1910) にお
いて詳細な記載文とともに鉗脚掌部と歩脚の
図が示されたが , 甲の全形図は与えられなかっ
た . その後 , Chopra & Das (1937) はメルギー諸
島から , Chen & Sun (2002) は海南島からそれぞ
れ H. mesanensis の雌 1 標本を報告し , 詳細な記
載文とともに標本の全形図を与えた . 本研究の
検討標本は , Rathbun (1909, 1910) および Chopra 
& Das (1937) による H. mesanensis の記載や図
とは違いを見出せなかった . 一方 , Chen & Sun 
(2002) は中国産コンペイトウコブシ属の検索表 
(p. 276, 550) において , H. mesanensis の額は裁
断型であるのに対して , H. xincunensis では 2 葉
に分かれるとしている . 本研究ではこの 1 点に
より検討標本が H. mesanensis ではないと判断
したが , H. mesanensis のタイプ標本の額は図示
されたことがなく , Chen & Sun (2002: fig. 124) 
が図示した H. mesanensis の額の形状が Rathbun 
(1910) の記載による “front with a median furrow, 
edge subtruncate, faintly bidentate, outer angles 
rounded” に一致するのか判断が難しい . さらに
同じ個体でも観察角度の僅かな違いによって額
の見え方が異なるため ( 図 4D と 4E, 図 5A と
5B, 図 5D と 5E), 手許の標本を既存文献の図と
比較することも難しい . Heteronucia mesanensis
は こ れ ま で 雌 標 本 し か 採 集 さ れ て お ら ず 
(Rathbun 1909; Chopra & Das 1937; Chen & Sun 
2002), 一方 H. xincunensis は , パラタイプの雌雄
に不一致がみられるが [Chen & Türkay 2001: 245 
( 雄 ), 246 ( 雌 ); Chen & Sun 2002: 283 ( 雄 ), 284 
( 雄 )], 少なくとも形態情報が示されているのは
雄のホロタイプのみである . コンペイトウコブ
シ属では額の形状に性的二形が知られているた
め (Komatsu et al. 2004: 82), 額の形態による両種
の識別については , その有効性を再検討する必
要がある . 

Heteronucia oeschi は , フィリピンのミンダナ
オ島から採集された雌 1 標本に基づき記載され
た種で , 原記載 (Ward 1941) では短い記載文と
小さな写真が示された . Chen & Türkay (2001) は , 
H. xincunensis の記載の際に H. oeschi のホロタ
イプを直接扱い , H. oeschi の方が胃域の両側の
隆起が顕著であり , 額の外側角は三角形で先端
が尖ることを識別点として挙げた . さらに Chen 
& Sun (2002) は , H. oeschi では甲の前側縁の第 1
歯が尖った三角形で前方を向くのに対して , H. 
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xincunensis のそれは先端が丸みを帯び前側方を
向くとした . しかし , Komatsu et al. (2004) はフ
ィリピンのボアク島 ( 旧マリンドゥク島 ) で採
集されたH. oeschiの雄1標本を詳細に観察し , H. 
oeschi の額の形状に雌雄差があることを見出し 
( 外側角は雌の方が尖る ), 額の形状による両種
の識別は実用的ではないことを指摘した . 本研
究で H. xincunensis と同定した標本においても
雌の方が額の外側角は尖り , 胃域の両側の隆起
と甲の前側縁第 1 歯の張り出しが顕著であった 
( ただし , 大きい 2 標本が雌であるため雌雄差
であるのか成長変異であるのか不明 ). Komatsu 
et al. (2004) は新たな識別点として , 甲の側縁の
顆粒 (H. oeschi は円錐形 ) と雄の第 1 腹肢先端
の剛毛の状態を挙げた . 甲の側縁の顆粒につい
ては , H. xincunensis の線画 (Chen & Türkay 2001: 
fig. 4A; Chen & Sun 2002: fig. 123-1) では丸みを
帯びた顆粒が描かれているが , ホロタイプの写
真 (Chen & Sun 2002: pl. 10, fig. 5) を見ると線画
よりも尖っており , H. oeschi (Ward 1941: figs. 1, 
2; Komatsu et al. 2004: fig. 1D) との区別は難し
い . 本研究の検討標本は , 雄の第 1 腹肢先端 ( 図
6B) の剛毛の生え方 ( 密度と生える位置 ) が H. 
oeschi (Komatsu et al. 2004: fig. 4c) のものより H. 
xincunensis (Chen & Türkay 2001: fig. 4G; Chen & 
Sun 2002: fig. 123-7) に似ているという 1 点によ
り H. xincunensis と同定したが , 雌の標本につい
ては明確な同定根拠がない . これまでに提示さ
れた識別形質の多くが有効ではなく , 唯一の識
別点が雄の第 1 腹肢先端の剛毛の僅かな違いで
あること , 既存文献による雄の第 1 腹肢の図が

両種ともに 1 標本のみであり , 種内変異が充分
に把握されていない可能性もあることから , 両
種の識別形質について更なる検討が必要であろ
う . 

Heteronucia angulata は , モザンビークのデラ
ゴア湾 ( マプト湾 ) から採集された 1 幼若雌に
基づき記載された種で , 原記載 (Barnard 1947) 
では記載文のみであったが , Barnard (1950) に
おいて甲の線画が示された . その後 , Serène et 
al. (1974) によってインドネシアからも記録さ
れたが , 形態に関する情報は示されていない . 
Barnard (1950) は本種が H. oeschi に似ているこ
とを指摘したが比較は行わず , その他のコンペ
イトウコブシ属との識別点にも言及していな
い . Barnard (1947, 1950) の記載や図を見ると本
種の特徴として甲の前側縁第 3 歯が三叉の棘状
突起になることが挙げられる (Barnard 1950: fig. 
69c). 本研究の検討標本では , このような形質状
態が確認されなかったため H. angulata ではない
と判断した . しかしながら , 検討標本において
もこの部位やその周辺に尖った顆粒が並んでお
り , 甲の前側縁の歯の形状が安定した形質であ
るのか疑問が残る . Heteronucia angulata のタイ
プ標本を確認し , その他の形質についても詳細
な観察が必要であろう . なお , H. angulata の原
公表の日付は , 多くの文献で 1947 年 ( = Barnard, 
1947) とされてきたが ( 例えば , Barnard 1950; 
Kensley 1974, 1981; Ng et al. 2008), Ng & Kumar 
(2015: 2, 3) は 1946 年 ( = Barnard, 1946) とする
ように提言し , その根拠として Evenhuis (2003) 
を引用した . しかしながら , Evenhuis (2003) に
従うと従来通り 1947 年である . 

採集環境 . 検討標本は , 礁縁付近の死サンゴ
塊の隙間や堆積したサンゴ礫の中 , 漁港の係留
ロープなどから採集された . 

分布 . 本種のこれまでの採集記録は , タイ
プ産地の南シナ海のみである (Chen & Türkay 
2001). 本研究による沖縄島と瀬底島からの標
本は , 本種の日本初記録であり , 分布記録の北
限を大幅に更新した . なお , 本種との異同が定
かでない N. pulchella は , 紅海およびフィジー 
( タイプ産地 ) から採集されており (A. Milne-
Edwards 1873; Nobili 1906a; Laurie 1915), H. 
mesanensis はメルギー諸島 , タイランド湾 ( タイ
プ産地 ) および海南島 (Rathbun 1909; Chopra & 
Das 1937; Chen & Sun 2002), H. oeschi はフィリ
ピンのミンダナオ島 ( タイプ産地 ) およびボア
ク島 (Ward 1941; Komatsu et al. 2004), H. angulata
はモザンビーク ( タイプ産地 ) とインドネシア
のマルク州から採集されている (Barnard 1947; 
Serène et al. 1974). 

和名 . 甲に配置されるオレンジ色の斑紋が火
の玉を連想させるため , 本種の標準和名を「ヒ

図 6. 雄の第 1 腹肢の先端部 . A, ヒラウスヘリコブシ 
(RUMF-ZC-7130, 雄 , 3.8 × 5.5 mm), 左 , 背面 ; B, ヒ
ノタマツブコブシ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5513, 雄 , 3.2 × 
4.3 mm), 右 , 内側面 . スケール : 0.5 mm. 
Fig. 6. Distal part of male first gonopod. A, Cryptocnemus 
planus Ward, 1933 (RUMF-ZC-7130, male, 3.8 × 5.5 
mm), left, dorsal view; B, Heteronucia xincunensis Chen 
& Türkay, 2001 (RUMF-ZC-5513, male, 3.2 × 4.3 mm), 
right, mesial view. Scales: 0.5 mm.
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ノタマツブコブシ」とすることを提唱し , 和
名の基準となる標本として本研究の検討標本 
(RUMF-ZC-5513, 雄 , 3.2 × 4.3 mm) を指定する . 

Alox Tan & Ng, 1996
カルイシコブシ属

備考 . 現在 , カルイシコブシ属 Alox Tan & Ng, 
1996 には 14 種が知られており (Ng et al. 2008; 
Galil & Ng 2009, 2015), 日本からはフカミゾカル
イシコブシ A. chaunos Galil & Ng, 2007, ツノカ
ルイシコブシ A. latusoides (Sakai, 1937), カルイ
シコブシ A. ornatum (Ihle, 1918), シワカルイシコ
ブシ A. rugosum (Stimpson, 1858), ウルカルイシ
コブシ A. uru Naruse & Ng, 2006 およびキイカル
イシコブシ A. zalion Tan & Ng, 1996 の 6 種が記
録されている (Tan & Ng 1996; Naruse & Ng 2006; 
Ohtsuchi & Kawamura 2016). 本稿ではギョウザ
カルイシコブシ ( 新称 ) A. patella (Alcock, 1896) 
を報告する . 

和名 . 成瀬 (2017) は近年の分類学的な研究成
果を踏まえ , Sakai (1976) や三宅 (1983) で使用さ
れていた「カルイシコブシ属 = Oreophorus」と
いう対応関係を「カルイシコブシ属 = Alox」に
変更したが , これより以前に峯水 (2000) が「カ
ルイシコブシガニ属 = Alox」としていた . 本来
なら先に提唱された和名を使用することが望ま
しいが , 成瀬 (2017) が述べた通り , Sakai (1976) 
や三宅 (1983) で使用されていた和名は「カルイ
シコブシ属」であって「カルイシコブシガニ属」
ではない . 本稿では成瀬 (2017) に従い Alox の和
名を「カルイシコブシ属」とした .

Alox patella (Alcock, 1896)
ギョウザカルイシコブシ ( 新称 )
( 図 7A–E)

検討標本 . RUMF-ZC-5496, 1 雌 (6.1 × 8.0 mm), 
沖縄島うるま市海中道路 , 2013 年 1 月 11 日 , 前
之園唯史採集 .

形態的特徴 ( 雌 ). 甲 ( 図 7A–D) の概形は扇形
で , 甲幅は甲長の 1.31 倍である (n = 1). 甲の背
面は無毛で , 小さい顆粒とキノコ型の大きい顆
粒 ( 先端が膨らんだ顆粒 ) で覆われ , 一部では
それらの顆粒が癒合して平坦になる . 甲の前半
部は周縁が背面側に反り , 特に額域と甲の前側
縁の前半部は強く反る . 甲の前側縁は , 額から
続く陵によって縁取られる . この縁取りの内側
には比較的平坦な区域があり , さらにその内側
に甲の前側縁と平行するような太い溝が走る . 
この溝は眼窩の後方と肝域の後側方で甲の周縁
方向に分岐する . 額の中央から心域の前端にか

けて太い陵が走り , 鰓域 , 心域 , 腸域は強く膨ら
む . 下肝域は前側方に突出する . 下肝域後方の
branchiostegal region ( 図 7E) は , キノコ型の大き
い顆粒やそれより小さい通常の顆粒で覆われる
が , 一部では顆粒同士が癒合している . 鉗脚 ( 図
7E) の不動指と可動指は細長く , 可動指上縁の
長さは掌部上縁の約 1.1 倍である . 不動指は可
動指よりも太く , 掌部の長軸に対してやや下方
に伸びる . 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Tan & Ng 
(1996) による Alox patella (Alcock, 1896) の記載
や図と概ね一致した . 本種は A. naispela Galil & 
Ng, 2015 に類似しているが , Galil & Ng (2015) 
では次の 4 点が識別点として挙げられている : 
(1) 鉗脚の掌部に対する指部 ( 不動指と可動指 ) 
の長さは , A. naispela では 1.5 倍であるのに対
して , A. patella では 1.2 倍 ; (2) 甲の背面の顆粒
は , A. naispela では癒合して平坦であるのに対
して , A. patella では大きいキノコ型 ; (3) 甲の前
側縁と平行に走る溝は A. patella の方が明瞭 ; (4) 
branchiostegal region を覆う顆粒は , A. naispela
では痕跡的であるのに対して , A. patella では大
きいキノコ型である . 

本研究の検討標本は甲の溝が明瞭であり , 
鉗脚の可動指は掌部の約 1.1 倍であるため A. 
patella と同定されるが , 甲背面と branchiostegal 
region にはキノコ型の顆粒も混じる一方で顆
粒の癒合による平坦面もみられた . Galil & Ng 
(2015) で記載に使われた A. naispela の 3 標本
は , すべて A. patella のレクトタイプ ( 雌 , 6.2 × 
8.5 mm) よりも大きい個体であるが , Tan & Ng 
(1996: 128) は A. patella においても大型の雌標
本では甲の顆粒が不明瞭であることを報告して
いる . 以上のように顆粒の形状や癒合の程度に
ついては , 成長変異である可能性が考えられる
ため , 識別形質としての有効性について再検討
が必要であろう . 

採集環境 . 検討標本は , 水深約 2 m の砂底質
のサンゴ礫下で採集された .

分布 . 本種はこれまでアンダマン諸島 ( タイ
プ産地 ), ベトナム , インドネシアのマルク州 , 
オーストラリアおよびニューカレドニアから採
集されていた (Alcock 1896; Serène 1954; Serène 
et al. 1974; Tan & Ng 1996). 本研究による沖縄島
からの標本は , 本種の日本初記録であり , 分布
記録の北限を大幅に更新した .

和名 . 本種は , 甲の概形が餃子に似ているた
め , 種の標準和名に「ギョウザカルイシコブシ」
を提唱し , 和名の基準となる標本として本研究
の検討標本 (RUMF-ZC-5496, 雌 , 6.1 × 8.0 mm) 
を指定する .
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Oreotlos Ihle, 1918
トガリカルイシコブシ属 (改称 )

備考 . 現在 , Oreotlos Ihle, 1918 には 12 種が知ら
れており (Ng et al. 2008), 日本沿岸からはトガ
リカルイシコブシ O. angulatus (Rathbun, 1906), 
O. etor Tan & Richer de Forges, 1993 ( 和 名 未 提
唱 ), メンココブシ O. havelocki (Laurie, 1906), オ
ガサワラカルイシコブシ O. heuretos Tan & Ng, 
1996, ハワイカルイシコブシ O. lagarodes Tan 

& Ng, 1996, マルダイブカルイシコブシ O. latus 
(Borradaile, 1903) およびゲツメンカルイシコブ
シ O. pala Tan & Ng, 1996 の 7 種が記録されてい
る (Tan & Ng 1996; 川本 ･ 奥野 2003; 丸村 ･ 小阪 
2003; Takeda & Komatsu 2005). 本稿ではゲツメ
ンカルイシコブシを報告する .

和名 . 三宅 (1983) は , 亜属 Oreotlos の和名
を「ツノカルイシコブシ亜属」とした . これは
当時 , ツノカルイシコブシ Oreophorus (Oreotlos) 
latusoides Sakai, 1937 が本亜属に含まれていたた

図 7. A–E, ギョウザカルイシコブシ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5496, 雌 , 6.1 × 8.0 mm); F, ゲツメンカルイシコブシ 
(RUMF-ZC-5497, 雌 , 6.1 × 11.4 mm). A, B, F, 背面 (A, F, 生時の色彩 ); C, 背側面 ; D, 前面 ; E, 頭胸甲と左鉗脚 , 
腹面 . 
Fig. 7. A–E, Alox patella (Alcock, 1896) (RUMF-ZC-5496, female, 6.1 × 8.0 mm); F, Oreotlos pala Tan & Ng, 1995 
(RUMF-ZC-5497, female, 6.1 × 11.4 mm). A, B, F, dorsal view (A, F, live coloration); C, dorsolateral view; D, frontal 
view; E, cephalothorax and left cheliped, ventral view.
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めである . しかし , Tan & Ng (1996) による属の
再編によってツノカルイシコブシはカルイシコ
ブシ属 Alox に移されたため , Oreotlos には「ツ
ノカルイシコブシ属」に替わる和名が必要であ
る . Oreotlos のタイプ種はトガリカルイシコブ
シであるため , 属の標準和名を「トガリカルイ
シコブシ属」に改称することを提唱する . 

Oreotlos pala Tan & Ng, 1996
ゲツメンカルイシコブシ
( 図 7F)

検討標本 . RUMF-ZC-5497, 1 雌 (6.1 × 11.4 mm), 
沖縄島糸満市大度海岸 , 2016 年 12 月 23 日 , 前
之園唯史採集 .

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Tan & Ng 
(1996) および Okuno & Naruse (2020) で示された
Oreotlos pala Tan & Ng, 1996 の記載や図とよく
一致した . 本種は , 前方および背面側への額の
突出が弱いこと , 甲が横長の楕円形で幅広いこ
と , 甲の背面に浸食された大きな窪みがあるこ
となどから , 同定は比較的容易である .

採集環境 . 検討標本は , 礁縁近くの死サンゴ
塊の根本で採集された .

分布 . 本種はレユニオン , グアム ( タイプ産
地 ) および日本 ( 沖縄島 , 久米島 , 伊良部島 ) 
に 分 布 す る (Tan & Ng 1996; Poupin et al. 2013; 
Okuno & Naruse 2020; 本研究 ).

Nursilia Bell, 1855
オサテコブシ属

備考 . 現在 , オサテコブシ属 Nursilia Bell, 1855
には N. dentata Bell, 1855, N. sinica Chen, 1982, N. 
tonsor Alcock, 1896 の 3 種が知られている (Ng et 
al. 2008). 日本沿岸から過去に報告されたオサテ
コブシ属の記録については , Chen (1982, 1989) 
によって整理され , Stimpson (1858, 1907) が報
告した奄美諸島加計呂麻島産 “N. dentata” は N. 
tonsor と改められ , Takeda & Miyake (1970) の東
シナ海産 “N. dentata”, Takeda & Miyake (1972) の
東シナ海産 “N. tonsor” および武田 (1979) の和歌
山県潮岬産 “N. tonsor” はすべて N. sinica と改め
られられた . この Chen (1982, 1989) による見解
は , その後の研究でも継承されており ( 例えば , 
Dai et al. 1986; Dai & Xu 1991; Dai & Yang 1991; 
Chen 1996; Chen & Sun 2002; Galil & Ng 2020), こ
れに従うと Chen (1982, 1989) の時点で日本沿岸
からの N. dentata の記録はなくなり , N. tonsor
の記録は図もなく標本の所在も不明な Stimpson 
(1858, 1907) の “N. dentata” が唯一となる . Chen 
(1982, 1989) 以降では , 丸村 ･ 小阪 (2003) が改

めてオサテコブシ属全種 [N. dentata ( 奄美大
島 ), N. sinica ( 久米島 ), N. tonsor ( 奄美大島 )] 
を記録し , Takeda & Komatsu (2005, 2020) が N. 
sinica ( 奄美大島 ) を記録しているが , Takeda & 
Komatsu (2020) は , 日本沿岸からの N. dentata と
N. tonsor の記録を疑問視している . なお , これ
ら 3 種に充てる和名は , 酒井 (2003) [N. dentata 
( 和名なし ), N. sinica ( オサテコブシモドキ ), N. 
tonsor ( オサテコブシ )] と丸村 ･ 小阪 (2003) [N. 
dentata ( オサテコブシ ), N. sinica ( チュウゴク
オサテコブシ ), N. tonsor ( オサテコブシモドキ )] 
で異なるが , Takeda & Komatsu (2005, 2020) では
丸村 ･ 小阪 (2003) が提唱した和名 ( チュウゴク
オサテコブシ ) が使われているため , 本稿でも
丸村 ･ 小阪 (2003) の和名案に従った . 

本稿ではオサテコブシ N. dentata を報告する .

Nursilia dentata Bell, 1855
オサテコブシ
( 図 8A–D)

検討標本 . RUMF-ZC-5495, 1 雄 (6.2 × 6.5 mm), 
沖縄島名護市嘉陽 , 2012 年 4 月 8 日 , 前之園唯
史採集 . 

備考 . 本研究の検討標本は , 甲の後半部の正
中線上に 3 本の突起が並び ( 甲の後縁中央の突
起を除く ), 雄の第 1 腹肢の先端は , 長さが異
なる 2 本に分岐することから ( 図 8C, D), オサ
テコブシ N. dentata またはオサテコブシモドキ
N. tonsor である [ チュウゴクオサテコブシ N. 
sinica は , 甲の後半部 , 正中線上の突起が 2 本で , 
雄の第 1 腹肢の先端は等長の 2 本に分岐する 
(Chen 1982: pl. 2, figs. 3, 9, 10; Chen & Sun 2002: 
fig. 139-3, 9)]. 

本研究では検討標本をオサテコブシと同定
したが , いくつかの形質についてはオサテコブ
シモドキの特徴と一致していたため , 両種の識
別形質 , 検討標本の形質状態とその解釈 ( 同定
根拠 ) について以下に述べる . (1) 甲の前側縁
の歯は , オサテコブシでは鈍角であるのに対し
て (Bell 1855: pl. 34, fig. 6; Rathbun 1911: 203, pl. 
15, fig. 6; Monod 1938: fig. 3; Kensley 1969: fig. 
5a; Serène & Soh 1976: pl. 2, fig. C; Sakai 1976: 
fig. 47; Dai & Xu 1991: fig. 3-1; Dai & Yang 1991: 
fig. 31-1; Chen & Sun 2002: fig. 137-1; Galil & Ng 
2015: fig. 4A; Naderloo 2017: fig. 14.32), オサテコ
ブシモドキのものは尖る (Serène & Soh 1976: pl. 
2, fig. A; Chen 1982: pl. 1, figs. 1–4; 1989: fig. 7a; 
1996: fig. 6; Chen & Sun 2002: fig. 138-1). 検討標
本の前側縁の歯は , 上記すべてのオサテコブシ
の図よりも尖っているが ( 図 8A, B), Chen (1989) 
や Chen & Sun (2002) のオサテコブシモドキの

Fauna Ryukyuana, 62: 15–42.
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ように各歯の間は鋸歯状にならない . (2) 甲の
後半部 , 正中線上に並ぶ突起は , オサテコブシ
では 3 本とも長いのに対して (Bell 1855: pl. 34, 
fig. 6a), オサテコブシモドキでは最前の 1 本が
長く , 後続の 2 本は短い (Chen 1982: pl. 1, figs. 5, 
6; 1989: fig. 7b; Chen & Sun 2002: fig. 138-2). 検討
標本の突起は , 最前のものが長く後続の 2 本が
短いが ( 図 8C), 最前 ( 最長 ) の突起はオサテコ
ブシモドキほど長くはなく , また Kensley (1969: 
fig. 5b) のオサテコブシも後続の 2 本の突起が

短い個体である [ 第 1 腹肢の形状から Kensley 
(1969) の同定に問題はないと判断される ]. (3) 
二分岐した雄の第 1 腹肢の長い方の枝は , オサ
テコブシでは外側方向に強く反るのに対して 
(Sankarankutty 1962: figs. 6, 7; Zarenkov 1969: fig. 
5-5; Kensley 1969: fig. 5d; Dai & Xu 1991: fig. 3-3; 
Dai & Yang 1991: fig. 31-2; Chen & Sun 2002: fig. 
137-4), オサテコブシモドキでは分岐の周辺が
僅かに外側に反るが , 全体としては末端が内側
を向くように緩やかに湾曲する (Zarenkov 1969: 

図 8. A–D, オサテコブシ (RUMF-ZC-5495, 雄 , 6.2 × 6.5 mm); E, F, フタメコブシ (RUMF-ZC-5530, 雄 , 17.6 × 
14.7 mm). A, B, E, 背面 (A, E, 生時の色彩 ); C, 背側面 ; D, 右の第 1 腹肢の先端部 , 外腹面 ; F, 頭胸甲 , 側面 .
Fig. 8. A–D, Nursilia dentata Bell, 1855 (RUMF-ZC-5495, male, 6.2 × 6.5 mm); E, F, Leucosia craniolaris (Linnaeus, 
1758) (RUMF-ZC-5530, male, 17.6 × 14.7 mm). A, B, E, dorsal view (A, E, live coloration); C, dorsolateral view; D, 
distal part of right first gonopod, ventrolateral view; F, cephalothorax, lateral view.
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fig. 5-4; Serène & Soh 1976: fig. 8B, B’; Chen 1982: 
pl. 1, figs. 12, 13; 1989: fig. 7d, e; Chen & Sun 2002: 
fig. 138-7). 検討標本の第 1 腹肢は , オサテコブ
シのものとよく一致した  ( 図 8D). 以上のよう
に , 既存文献のオサテコブシと問題なく一致す
る形質は , 雄の第 1 腹肢のみであり , 甲の前側
縁の歯は既存文献の図よりも尖るが , 各歯の間
が鋸歯状にならないこと , 甲の後半部 , 正中線
上の突起の長さは Bell (1855) のホロタイプとは
一致しないが Kensley (1969) と一致することを
同定根拠とした . 

Serène & Soh (1976: 11) は , 既存文献のオサテ
コブシモドキの標本がオサテコブシよりも小さ
いことから , オサテコブシモドキはオサテコブ
シの小型個体である可能性を指摘している . 実
際に , 様々な大きさのオサテコブシモドキを図
示している Chen (1982) を見ると , 甲の後半部 , 
正中線上の突起の後ろ 2 本は大型個体ほど顕著
であり (pl. 1, figs. 5, 6), さらに甲の幅が最大とな
る位置は , 小型個体では甲の前側縁第 5 歯であ
るが , 大型個体では第 4 歯であり (pl. 1, figs. 1–3 
vs. fig. 4), オサテコブシ ( 甲の前側縁第 4 歯また
はそれより前方が最大幅 ) に似るようになる . 
Serène & Soh (1976) 以降では , これら 2 種の標
本を数多く扱っている研究もあるため ( 例えば , 
Tan 1996; Galil & Ng 2020), 成長に伴う両種の形
態変化についての情報が望まれる . 

採集環境 . 検討標本は , 礁池内の水深約 2.5 m, 
砂泥底質の転石下で採集された . 

分布 . インド洋をタイプ産地とし (Bell 1855), 
紅海からフィジーまで広く分布する (Galil & Ng 
2020). 日本沿岸では奄美大島 ･ 加計呂麻島間の
大島海峡および沖縄島から記録されている ( 丸
村 ･ 小阪 2003; 本研究 ). 

Leucosiinae Samouelle, 1819
コブシガニ亜科
Leucosia Weber, 1795
フタメコブシガニ属

備考 . Ng et al. (2008) ではフタメコブシガニ属
Leucosia Weber, 1795 に 25 種が掲載されている
が , このうち狭義のフタメコブシガニ属を再定
義した Galil (2003a) で扱われた種は僅か 4 種で
ある . 残りの種については , 狭義のフタメコブ
シガニ属の特徴を有しているのか再確認が必要
である . 日本沿岸から記録されているフタメコ
ブシガニ属は , ツノナガコブシL. anatum (Herbst, 
1783), フ タ メ コ ブ シ L. craniolaris (Linnaeus, 
1758), オオサカツノナガコブシ L. pulcherrima 
Miers, 1877, ソ バ カ ス コ ブ シ L. punctata Bell, 
1855 の 4 種であり (Sakai 1976; Takeda 1989; 前

之園 ･ 大澤 2018; 武田ら 2019), このうち , フタ
メコブシとソバカスコブシは狭義のフタメコブ
シガニ属である (Galil 2003a). 本稿ではフタメ
コブシ , ホオベニコブシ ( 新称 ) L. rubripalma 
Galil, 2003 およびオオサカツノナガコブシを報
告する . 

和名 . 武田ら (2019) は , Galil (2003a, b, 2005a, 
b, 2006a, b) によって再編された Leucosia および
関連属の和名を整理したが , Leucosia に対して

「フタメコブシ属」(p. 3, 18) と「フタメコブシ
ガニ属」(p. 18, 19) の 2 つの和名を使用した . 武
田ら (2019) で整理または提唱されたコブシガニ
亜科のその他の属の和名は「〇〇コブシガニ属」
とされていることから , Leucosia の和名は「フ
タメコブシガニ属」とするのが適当であろう . 

Leucosia craniolaris (Linnaeus, 1758)
フタメコブシ
( 図 8E, F)

検討標本 . RUMF-ZC-5530, 1 雄 (17.6 × 14.7 mm), 
1 雌 (20.8 × 18.2 mm), 沖縄島恩納村屋嘉田潟原 , 
2009 年 4 月 10 日 , 前之園唯史採集 . 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Galil (2003a) 
が再定義した狭義のフタメコブシガニ属の
標徴形質と一致し , さらに同文献による L. 
craniolaris (Linnaeus, 1758) の記載や図 , Takeda 
& Hayashi (1973) や Tan (1996) による L. perlata 
De Haan, 1841 (L. craniolaris の新参異名 ) の記
載や図とよく一致した . なお , Galil & Ng (2007: 
fig. 2D) には , 地色が薄い灰色で甲の後半部の 1
対の褐色斑が赤味を帯びる個体の写真が掲載さ
れているが , 胃域の両側に並ぶ薄い白斑および
甲の後半の褐色紋の位置や大きさは本研究の検
討標本と同じである .

峯水 (2000: 197, 上図 ) のフタメコブシ ( 新
参異名 L. perlata として ) は , 本稿によって日
本初記録となったホオベニコブシ ( 新称 ) L. 
rubripalma Galil, 2003 である可能性が高い ( 次
種の備考参照 ). 

採集環境 . 検討標本は , 水深約 1 m, 海草藻場
に隣接したサンゴ礫の混じる砂底質で採集され
た .

分布 . アジアをタイプ産地とし (Galil 2003a), 
日本 ( 大島海峡 , 沖縄島 , 石垣島 , 西表島 ), マ
レーシア , インドネシア , フィリピン , パラオ , 
カロリン諸島に分布する (Takeda 1989; 丸村 ･ 小
阪 2003; 武田 · 上島 2006; Galil & Ng 2007; 本研
究 ). なお , 永井 ･ 野村 (1988) や平田ら (1988) に
も沖縄県産の個体の写真が掲載されているが , 
島嶼名は示されていない .

Fauna Ryukyuana, 62: 15–42.
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Leucosia rubripalma Galil, 2003
ホオベニコブシ ( 新称 )
( 図 9A, B)

検討標本 . RUMF-ZC-5558, 1 雌 (16.7 × 15.6 mm), 
沖縄島うるま市南原 , 2020 年 7 月 23 日 , 前之園
唯史採集 . 

形態的特徴 ( 雌 ). 甲 ( 図 9A) の概形は丸みを
帯びた五角形で , 甲幅は甲長の 0.93 倍である (n 
= 1). 甲の表面は無毛で陶器のような光沢がある
が , 顕微鏡下では甲の前半部に密集する小孔が
確認できる . 額の前縁はほぼ同大で三角形に突
出した 3 葉からなる . 肝域は前側方向に弱く張
り出す . 甲の前側縁と後側縁は小さい瘤状の顆
粒で縁取られる . 腹面側の甲縁 ( 歩脚基部の直
上の縁 : epimeral margin) も小さい瘤状の顆粒で
縁取られ , 後側角と後縁は板状に後方へ張り出
す . 頬域の後端には顆粒が並び , 胸腔の前方を
覆う ( 図 9B). 胸腔は深く , その底部は小さい顆
粒で覆われ , それらの顆粒よりも大きい 4–6 個
の瘤状顆粒が鉗脚基部の直上に並ぶ ( 図 9B). 第
3 顎脚の座節の外面は低く隆起し , 座節と長節
の外面に剛毛の列が縦走する . 鉗脚の長節には , 
下面の一部を除き大型の瘤状顆粒が並ぶ ( 図
9A). すべての歩脚の腕節前縁および前節の前後
両縁は , 薄板状でやや張り出す . 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Galil (2003a) 
による L. rubripalma Galil, 2003 の原記載とよ
く一致し , 生時の色彩は Galil & Ng (2007: fig. 
2E; 2015: fig. 5E) および Ng et al. (2001: fig. 1h, L. 
anatum として ) で示されている本種のカラー写
真とよく一致した . なお , L. rubripalma は狭義
のフタメコブシガニ属であるが , 検討標本は雌
であるため , 狭義のフタメコブシガニ属の標徴
形質のうち , 雄の特徴については不明である . 

峯水 (2000: 197, 上図 ) は , 静岡県大瀬崎で
撮影したフタメコブシ ( 新参異名 L. perlata と
して ) の写真を掲載したが , その個体は本研究
のフタメコブシ ( 図 8E) とは色彩が大きく異な
り , 全体的に赤味が強い . この峯水 (2000) の個
体は , 鉗脚長節の上面全域に瘤状顆粒が並ぶこ
と ( フタメコブシは上面の遠位側半分が平滑 ), 
掌部上面のオレンジ色が濃いことから , 本種 (L. 
rubripalma) である可能性が高い . 

採集環境 . 検討標本は , 海草藻場に隣接する
砂泥底質の転石帯 , 水深約 1 m の転石下から採
集された .

分布 . 本種はこれまでシンガポール , フィリ
ピン , インドネシア , パプアニューギニア , ニ
ューカレドニア ( タイプ産地 ) から採集されて
いた (Galil &Ng 2015). 日本沿岸からの確実な採
集記録は本研究の検討標本 ( 沖縄島産 ) のみで

あるが , 峯水 (2000) のフタメコブシ ( 静岡県大
瀬崎 ) も本種である可能性が高い ( 備考参照 ). 

和名 . 甲背面の後方に位置する 1 対の紅色班
が頬紅に見えることから , 本種の標準和名を「ホ
オベニコブシ」とすることを提唱し , 和名の基
準となる標本として本研究の検討標本 (RUMF-
ZC-5558, 雌 , 16.7 × 15.6 mm) を指定する .

Leucosia pulcherrima Miers, 1877
オオサカツノナガコブシ
( 図 9C–F)

検討標本 . RUMF-ZC-5531, 2 雄 (23.2 × 19.3, 24.2 
× 19.9 mm), 沖縄島沖 , 2011 年 1 月 20 日 , 那覇
市漁業者採集 . 

備考 . 検討標本の色彩は , Tyndale-Biscoe & 
George (1962) が示した Leucosia anatum (Herbst, 
1783) の 4 つ色彩パターンのうち C 型に該当
したため , 武田ら (2019) に従い L. pulcherrima 
Miers, 1877 の学名を充てた . しかしながら , 
Tyndale-Biscoe & George (1962: 80, 82) は , L. 
anatum のホロタイプは C 型としており , 実際
に L. anatum ( = Cancer anatum Herbst, 1783) のホ
ロタイプの図 (Rumphius 1705: pl. 10, fig. A) [ ホ
ロタイプについては Galil (2009: 304) や Ng et al. 
(2014: 126) を参照 ] を確認すると色彩パターン
は明らかに C 型である . この C 型 ( 和名オオサ
カツノナガコブシ ) が L. anatum であるなら , L. 
pulcherrima は L. anatum の新参異名となり , 「ツ
ノナガコブシ」の和名で呼ばれている A 型には
L. longifrons De Haan, 1841 を復活させる必要が
あるが , Ng et al. (2008) は L. anatum の新参異名
に L. longifrons を残し , L. pulcherrima を独立種
と扱っている . Ng et al. (2014: 126) は , L. anatum
を “species-complex” としており , さらに “Galil 
& Ng in preparation” とされているため , 今後の
研究によって混乱が解消されると考えられる . 

ところで , 狭義のフタメコブシガニ属を再
定義した Galil (2003a) では , L. pulcherrima や L. 
anatum は扱われていない . 本研究の検討標本の
雄の第 1 腹肢は , 捻じれが 3 回であり ( 図 9F), 
狭義のフタメコブシガニ属の第 1 腹肢 (Galil 
2003a: fig. 2) よりもむしろ Coleusia Galil, 2006
の 各 種 に 類 似 す る (Galil 2006a: fig. 3). ま た , 
Coleusia にはツノナガコブシやオオサカツノナ
ガコブシのように額部 ( 肝域より前方 ) が前方
へ突出した種 , オオサカツノナガコブシのよう
に甲背面に赤い環状斑を持つ種など , 類似性が
高いと考えられる種が多く含まれている (Galil 
2006a; Giraldes et al. 2017). これらのことから , 
ツノナガコブシ種群については属位の再検討が
必要であると考えられる . なお , Shih et al. (2020) 
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では明確な根拠は示されていないが L. anatum
を Coleusia に帰属させている . 

採集環境 . 漁業関係者から譲り受けた本検討
標本の詳細な採集環境は不明である . 

分布 . Tyndale-Biscoe & George (1962) によれ
ば , L. anatum の 4 つの色彩型のうち C 型が最も
広域に分布しており , インド ･ 西太平洋の各地
から記録されている . 

Seulocia Galil, 2005
ヒシガタコブシガニ属

備考 . 現在 , ヒシガタコブシガニ属 Seulocia 

Galil, 2005 には 11 種が知られており (Ng et al. 
2008; Galil & Ng 2015), 日本沿岸からはタテジ
マコブシ S. latirostrata (Shen & Chen, 1978) とヒ
シガタコブシ S. rhomboidalis (De Haan, 1841) の
2 種が記録されている (Galil 2005; 武田ら 2019). 
本 稿 で は オ サ ゲ コ ブ シ ( 新 称 ) S. crepuscula 
Galil, 2005 を報告する .

Seulocia crepuscula Galil, 2005
オサゲコブシ ( 新称 )
( 図 10)

検討標本 . RUMF-ZC-5529, 1 雌 (11.4 × 9.4 mm), 

図 9. A, B, ホオベニコブシ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5558, 雌 , 16.7 × 15.6 mm); C–F, オオサカツノナガコブシ 
(RUMF-ZC-5531, 雄 , 23.2 × 19.3 mm). A, C, 背面 , 生時の色彩 ; B, D, 左の胸腔 , 側面 ; E, 第 3 顎脚と腹部 , 腹面
; F, 左の第 1 腹肢 , 外側面 . 
Fig. 9. A, B, Leucosia rubripalma Galil, 2003 (RUMF-ZC-5558, female, 16.7 × 15.6 mm); C–F, Leucosia pulcherrima 
Miers, 1877 (RUMF-ZC-5531, male, 23.2 × 19.3 mm). A, C, dorsal view, live coloration; B, D, left thoracic sinus, 
lateral view; E, third maxillipeds and pleon, ventral view; F, left first gonopod, lateral view.
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沖縄島北中城村美崎 , 2010 年 6 月 28 日 , 前之園
唯史採集 . 

形態的特徴 ( 雌 ). 甲 ( 図 10A, B) の概形は縦
長の五角形で , 甲幅は甲長の 0.82 倍である (n = 
1). 甲の表面は無毛で陶器のような光沢がある . 
額の前縁は突出した 3 葉からなるが , 検討標本
では一部が欠損している . 甲の前側縁には瘤状
の顆粒が並び , この顆粒は肝域から後方に向か
って次第に大きくなり , 甲の前側縁後端のやや
手前 ( 眼窩外角から甲の前側縁後端までの約
3/4) で最大となる . その直後の短い区間は非常
に小さい顆粒が並び , 甲の前側角の周辺はやや
大きい顆粒が並ぶ . 腹面側の甲縁 ( 歩脚基部の
直上の縁 : epimeral margin) には小さい顆粒が並
び , その全長が背面観で確認できる . 頬域の後
端と胸腔の前端は , 低く緩やかな段で区切られ
るが , 境界は不明瞭である ( 図 10C, D). 胸腔は
浅い ( 図 10C). 第 3 顎脚の外面は無毛 ･ 平滑で
ある ( 図 10D). 鉗脚の長節の前後両縁は瘤状顆
粒で縁取られ , この顆粒は上面の基部側にも 3, 
4 個並ぶ ( 図 10A, B). 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Galil (2005b) 
による Seulocia crepuscula Galil, 2005 の原記載と

概ね一致したが , 属の標徴形質と一致しない点
がみられた . 

ヒシガタコブシガニ属の雌では , 第 3 顎脚の
座節の外面は隆起し , 座節と長節の外面に剛毛
の列が縦走するとされているが (Galil 2005b), 本
研究の検討標本はこの隆起と剛毛列を欠いてい
た ( 図 10D). しかしながら , ヒシガタコブシガ
ニ属と同様に雌の第 3 顎脚の外面に隆起と剛毛
列を具えるとされるフタメコブシガニ属では , 
これらの特徴が現れるのは大型の雌のみである
ことが報告されている ( 前之園 ･ 大澤 2018). 本
研究の検討標本は , 腹節の側縁の広がりが不充
分 ( 図 10D) であることから未成熟個体と考え
られるため , 本種または本属においても成長に
伴う変異である可能性が高い .

採集環境 . 検討標本は , 水深約 1 m の海草藻
場で採集された .

分布 . 本種のこれまでの採集記録は , タイ , 
シンガポール ( タイプ産地 ) およびフィリピン
のみである (Galil 2005b). 本研究による沖縄島か
らの標本は , 本種の日本初記録であり , 分布記
録の北限を大幅に更新した .

和名 . 本種の甲背面の暗色班がおさげ髪に見

図 10. オサゲコブシ ( 新称 ) (RUMF-ZC-5529, 雌 , 11.4 × 9.4 mm). A, 背面 , 生時の色彩 ; B, 頭胸甲の前半と右
鉗脚 , 背面 ; C, 頭胸甲 , 側面 ; D, 頭胸甲の前半 , 腹面 . 
Fig. 10. Seulocia crepuscula Galil, 2005 (RUMF-ZC-5529, female, 11.4 × 9.4 mm). A, dorsal view, live coloration; 
B, anterior part of cephalothorax and right cheliped, dorsal view; C, cephalothorax, lateral view; D, anterior part of 
cephalothorax, ventral view.
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えることから , 本種の標準和名を「オサゲコブ
シ」とすることを提唱し , 和名の基準となる標
本として本研究の検討標本 (RUMF-ZC-5529, 雌 , 
11.4 × 9.4 mm) を指定する . 
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Report  on 15 leucosi id crab species 
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Abstract. Fifteen leucosiid crabs, Cryptocnemus 
haddoni Calman, 1900*, C. planus Ward, 1933, 
Kabutos durandi (Serène, 1955)*, Nucia speciosa 
Dana, 1852, Heteronucia elegans Chen & Türkay, 
2001*, H. minuta Chen, 1996*, H. tuberculata Chen 
& Türkay, 2001, H. xincunensis Chen & Türkay, 
2001*, Alox patella (Alcock, 1896)*, Oreotlos 
pala Tan & Ng, 1996, Nursilia dentata Bell, 1855, 
Leucosia craniolaris (Linnaeus, 1758), L. rubripalma 
Galil, 2003*, L. pulcherrima Miers, 1877 and 
Seulocia crepuscula Galil, 2005*, are reported based 
on specimens collected from the Ryukyu Islands (*, 
new records to the Japanese fauna). Identifications 
of the following three species are provisional, as it 
was difficult to distinguish them from closely allied 
species by existing literature: Heteronucia elegans 
[from Nucia tuberculosa A. Milne-Edwards, 1874], 
Heteronucia tuberculata [from H. venusta Nobili, 
1906, Nucia gelida Rathbun, 1907 and Ebalia 
spinosa A. Milne-Edwards, 1873], and Heteronucia 
xincunensis [from Nucia pulchella (A. Milne-
Edwards, 1873), H. mesanensis Rathbun, 1909, H. 
oeschi Ward, 1941 and H. angulata Barnard, 1947]. 
Reassessments with examinations of necessary 
specimens are required for their proper species 
identification.
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